
美の国カレッジ男鹿キャンパス移動学習が行われました！

８月８日（土 「男鹿の歴史・自然を学ぶ」をテーマに男鹿キャ）

ンパスの移動学習が開催されました。菅江真澄研究会会長の田口昌

樹氏、前男鹿市教育委員会生涯学習課長で、なまはげ館解説員の泉

明氏を講師に男鹿半島をほぼ一周するコースでのバス学習となりま

した。

門前から加茂青砂への風景はまさに「絶景」と呼べるもので、バ

スの中では講師の田口氏が菅江真澄も見たであろう風景の説明をし

ていました。また、泉氏は男鹿の地名の由来や伝説などを詳しく説

明されました。

昭和３年に建築され、現在は国登録有形文化財に指定されている

旧加茂青砂小学校の校舎では、加茂青砂小学校の卒業生の受講者から「この学校で学んだのよ」と昔を懐か

しむ声も聞かれました。付近には「カンカネ洞」と呼ばれる洞窟もあり、雄大な自然の造形に思わずカメラ

に収める受講者もいました。

昼食をはさんで午後は男鹿の自然を眺

めつつ、真山にある万体仏やなまはげ柴

灯（せど）祭りが行われる真山神社を見

学しました。老杉に囲まれた真山神社は

まさに荘厳といった形容がふさわしく、

幽玄なたたずまいで、なまはげ伝説もう

なずけます。受講者は男鹿の歴史・自然

を堪能していました。

セラピー！環境ゼミ（後期）の模様です！

秋田県森林技術センターとの連携による美の国れんけいカレッジ「セラピー！環境ゼミ（後期 」が９月）

４日（金）に秋田県森林技術センターで開催されました。主任研究員の菅原冬樹氏を講師に 「きのこを栽、

培してみよう！」というテーマで演習が行われ、きのこの栽培方法をひと通り学んだあと、受講者は実際に

培地にシイタケの菌を植えつける作業をしました。

菅原氏は「培地は栽培するきのこによって割合がちがう。ナメコであればオガクズとフスマなどのぬかは

６：１。またきのこの菌が好む温度は人間の好む温度と同じ 」と語り、受講者は普段食べているきのこの。

栽培法に真剣に耳を傾けていました。

また受講者は森林技術センターが作った

たシイタケの菌床を持ち帰り、講座で教わ

った知識を家で実践することとするなど、

充実した講座となりました。１８日（金）

では「きのこの不思議な力～世界で一番大

きい生物はきのこ？～」のテーマで講座が

行われました。

（金）2009.9.25
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1 木

2 金 美発掘！あきた考古ゼミ①（能代市）

3 土 美あきた文化学Ⅱ②　　美あきた現代学②　　美キッズ＆ユース上小阿仁③（上小阿仁村）

4 日 ●のぞみリフレッシュ講座①「～自分を好きになるために～」

5 月 休館日

6 火 ●藤蔭　洋の会「秋の踊りの教室」①

7 水

8 木

9 金 美発掘！あきた考古ゼミ②（能代市）

10 土 美大館キャンパス①②（大館市）

11 日

12 月 体育の日（開館）

13 火 休館日

14 水

15 木

16 金 美発掘！あきた考古ゼミ③（能代市）

17 土 美あきた自然学Ⅱ③・あきた文化学Ⅱ③　　美大仙キャンパス③④（移動学習：大仙市）

18 日 ●秋田県読書フェスタ

19 月 休館日

20 火

21 水

22 木

23 金 美発掘！あきた考古ゼミ④（能代市）

24 土 美大館キャンパス③④（移動学習：大館市）

25 日

26 月 休館日

27 火 ●藤蔭　洋の会「秋の踊りの教室」②

28 水

29 木

30 金

31 土 美あきた自然学Ⅱ④　　美あきた現代学③

美は、美の国カレッジ事務局主催講座
○は、その他の生涯学習センター主催講座
●は、生涯学習センターが、共催・後援する講座

秋田県生涯学習センター
　　　　　　〒010-0955　秋田市山王中島町1-1
　　　　　　　　　　TEL　018-865-1171　　FAX018-824-1799
　　　　　　　　　　e-mail　sgcen002@mail2.pref.akita.jp

○ＩＴ講習（ワード入門編）
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